
平成1 7 年 度東海 ･ 北 陸地 区国立 大学法人等技術専門職員研修

( 情報 処 理 コ ー ス) に参加 して

平山 か ほ る ( 工 学部 技 術部 情報 シ ス テ ム グ ル
ー プ)

平成 1 7 年度東海 ･ 北陸 地 区 国 立 大学 法人 等 技術 専 門職 員研 修( 情報 処 理 コ
ー

ス) が平 成

1 7 年 8 月 3 1 日( 水) - 9 月 2 日( 金) ､ 3 日 間 の 日 程 で名 古屋 大 学 にお い て 開催され た ｡ 参加

者 は東海北 陸地 区 の 1 2 機 関より 2 4 名 あり三 重 大学 からは 2 名 が ､
内 工 学部 からは 1 名 の 参

加 であっ た ｡

第1 日 目 は 全 学技 術 セ ンタ
ー 長より､

｢ 名 古 屋 大学 全 学 技術 セ ンタ
ー の 取組 み に つ い て｣ とい

う題 目 で 昨年 4 月 より全 学技術 セ ンタ
ー を設 置 し､ 部 局 に 分散配 置され て い た技術職 員 の 配 属

配 置換 えを行 い ､
全 学的 に 技術 サ

ー ビス を行 っ て いるとい っ た話 がなされ た ｡

｢ 安全 衛 生 に つ い て｣ は専門 家で ある社 会保 険 労務 士 による講 義が行 われ ､ 労働 安 全 衛 生 ､

労働 災害状 況 ､ 過 労 死 ､ 安 全 配 慮 義務 および安 全 配 慮義 務履 行 の ため の 基 準 に つ い て 実例

をあげた説明 がなされた ｡ こ の ほ か ｢ コ ン ピ ュ
ー タセ キ ュ リテ ィ入 門｣ ､ ｢ 安 全

･ 健 康と I T 技術｣ や

｢ 学 内 L A N の 管 理
一 名 古屋 大 学 に お けるウイル ス 感 染 - の 対 応

-

｣ に つ い て の 講 義 があ っ

た｡

第 2 日 目 は｢ W e b ア プリケ
ー シ ョ ン 入 門｣ ､ ｢ デ

ー タ ベ ー ス の 利 用 技 術｣ および ｢ 無線 L A N
･ I P

電話 入 門｣ の 3 コ
ー

ス からの 選 択 実習が行 われた ｡ 私 が受講 した｢ デ
ー

タ ベ
ー ス の 利 用 技術｣ は

デ ー タ ベ ー ス の 基 礎 から利 用 まで を関係 デ
ー タ ベ ー ス

､
E R 図 ､

正 規化 ､
S Q L プ ロ シ

ー ジャ ､
トラ

ン ザクシ ョ ン ､ 同 時 実行 制御 ､
排 他 制 御 および デ

ー タ ベ ー

ス 設 計 に つ い て の 説 明 とそ れぞ れ に

っ い て の 演習 が行 われ た ｡ 使 用 された 演習 問題 は ､ 講師 の 方 により作成され たも の で あり多大 な

時間を要 して作られたもの であ っ た ｡
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第 3 日 目 午前 の ｢ 大 学 にお ける教育
･ 研 究活 動 の ため の 次世代 情報 基 盤 の 構 築 に 向 けて｣

で は
､ 研 究室 等がそれ ぞれ ハ

ー ドウ ェ アを保 有 することにより経費 が か かる｡ そこで ､

ハ ー ドウ ェ ア

を 一

元 管理 すれ ば同 額 の 予 算 を効 率的 に使 用 できるとい っ た情 報基 盤 の 構 築 に 向 けて の 講義

がなされ た ｡ こ の ほ か ｢ 最近 の 可 視 化 技術｣ に つ い て の 講 義があ っ た ｡ 午後 はダイヤ モ ンド エ ア
ー

サ ー ビ ス 株 式 会社 の 施 設 を訪れ ､ 南極 で 見 られ た皆既 日 食 を上 空 からハ イビジョ ンカメラで撮 影

し
､
日 本 に 同 時生 中継されたときに使 用 した機 材 や 第 二 次世 界 大戦 の 終 戦 直前 に 開発 を進 め

て い た秋 水 などを見 学 した ｡ 南極 皆既 日 食撮 影飛 行 をしたパ イロ ットの 方 の 体 験 談や 航 空 機 の

機 首 を下 げ最 大 加 速 した 後 ､ 機 首を 4 5 -

5 0
o

にあ げ､
2 G の 重力 をか けて エ ン ジ ン パ ー を

D o w n し
､ 放物線 飛 行 することにより､ 機 内 に 2 0 秒 間くらい の 微 少 重 力 環 境 を作る微 少 重 力 実

験 などに つ い て 説明 があり､ 興味深 い 話 を聞くことができた｡

最後 に本 研 修 を企 画 ･ 開催 して い ただきました名 古屋 大 学 関係 者 の 方 々 ､ 実習 を担当された

スタッ フ の 方 々 に深く感 謝致 します｡
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